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古川 彰教授略歴・主要業績
－略 歴－
学 歴
1978年 3月 京都大学農学部農林経済学科卒業
1980年 3月 京都大学大学院農学研究科（修士課程）農林経済学専攻（農学原論）修了（農学修士）
1985年 3月 京都大学大学院農学研究科（博士課程）農林経済学専攻（農学原論）単位取得満期退学
1985年 4月 京都大学大学院文学研究科社会学専攻研修員（1986年 3月まで）
2003年 3月 京都大学博士（農学）
職 歴
1986年 4月 中京大学社会学部講師
1997年 4月 中京大学社会学部教授
1999年 3月 同大学退職
1999年 4月 愛知県立大学文学部日本文化学科「民俗学」担当、同大学院国際文化研究科
教授
2001年 3月 同大学退職
2001年 4月 関西学院大学社会学部、大学院社会学研究科教授（現在に至る）
2007年 8月～2007年 8月 北京師範大学文学院客員研究員
2012年 4月～2012年 5月 北京外国語大学日本学研究中心客員教授
2015年 4月～2015年 9月 トリブバン大学客員教授
・この間に、関西学院大学 21世紀 COE・副代表（2003-2008）、大学院教育改革支援プログラム（大学
院 GP）・副代表（2008-2009）・代表（2010）、大学院教務学生委員（現在の研究科副委員長）（2009.4-
2010.3）、大学博物館開設準備室副室長（2008.4-2014.3）・大学博物館副館長（2014.4-現在に至る）な
ど歴任。
学会及び社会における活動等
1977年 4月 日本村落研究学会会員（現在に至る）、運営委員など
日本社会学会会員（現在に至る）、国際交流委員、学会賞委員など
1993年 4月 環境社会学会会員（現在に至る）、研究活動委員長、編集委員長、事務局長、会長など
2001年 4月 豊田市矢作川研究所研究顧問（現在に至る）
2003年 9月 国際京都学協会会員（現在に至る）、理事など
2011年 9月 日本生活文化史学会（現在に至る）、理事など
ほか文化人類学会、日本民俗学会ほか会員、西宮市、宝塚市、豊田市など審議会委員（現在、宝塚市環
境審議会、同都市計画審議会委員ほか）
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賞 罰
1991年 1月 日本スポーツ賞（京都大学ヒマラヤ研究会）シシャパンマ峰 8045 m の大人数登頂と学術
調査
1992年 3月 秩父宮学術賞（京都大学ヒマラヤ研究会）ヒマラヤ山脈および山麓での学術調査および
『ヒマラヤ学誌』の発行
2017年 8月 農業農村工学会賞・著作賞（枝下用水史編集委員会）『枝下用水史』の出版およびその後
の継続的活動
－主要業績－
図 書
1、水と人の環境史、分担執筆、鳥越皓之ほか編、1984年 10月、御茶の水書房
2、紀州史研究、分担執筆、安藤精一編、1985年 12月、国書刊行会
3、フィールドリサーチの方法、中野卓ほかとの共編、1987年 4月、電気通信協会
4、人間にとって農業とは、分担執筆、坂本慶一編、1989年 4月、学陽書房
5、民俗学を学ぶ人のために、分担執筆、鳥越皓之編、1989年 12月、世界思想社
6、環境イメージ論－人間環境の重層的風景、大西行雄との共編著、1992年 3月、弘文堂
7、インカの里人、分担執筆、松林公蔵編、1993年 9月、高知新聞社
8、文化の地平線、分担執筆、米山俊直編、1994年 4月、世界思想社
9、現代日本の農業観、分担執筆、祖田修ほか編、1994年 11月、富民協会
10、景観の創造：講座・人間と環境 4、分担執筆、鳥越皓之編、1999年 4月、昭和堂
11、環境社会学入門、舩橋晴俊との共編著、1999年 12月、博文社
12、ヒマラヤの環境誌、分担執筆、山本紀夫ほか編、2000年 3月、八坂書房
13、自然環境と環境文化：講座・環境社会学 3、分担執筆、飯島伸子ほか編、2001年 6月、有斐閣
14、持続的農業農村の展望、分担執筆、祖田修ほか編、2003年 3月、大明堂
15、水をめぐる人と自然─日本と世界の現場から、分担執筆、嘉田由紀子編、2003年 4月、有斐閣
16、観光と環境の社会学、松田素二との共編、2003年 8月、新曜社
17、環境漁協宣言、監修、芝村龍太らとの共編著、2003年 12月、風媒社
18、村の生活環境史、単著、2004年 1月、世界思想社
19、森の健康診断、分担執筆、蔵治光一郎ほか編、2006年 4月、築地書館
20、Frontiers of Social Research : Japan and beyond、編著、2007年 2月、Trans Pacific Press in Melbourne,
Australia
21、Village Life in Modern Japan : An Environmental Perspective、単著、2007年 3月、Trans Pacific Press in
Melbourne, Australia
22、Quest for Alternative Sociology、分担執筆、高坂健二編、2008年 3月、Trans Pacific Press in Mel-
bourne, Australia
23、村の日記 1745-1948、編著、2008年 3月、関西学院大学社会学部古川研究室
24、環境民俗学－ひとと自然のつきあいかた、山泰幸らとの共編著、2008年 10月、昭和堂
25、都市民俗研究の方法：都市民俗基本論文集 1、図書 32再録、有末賢ほか編、2009年 8月、岩田書店
26、暮らしと歴史のまなび方－知内「村の日記」からの出発、鎌谷かおるらとの共編著、2010年 3月、
関西学院大学社会学部古川研究室
27、アユを育てる川仕事、高橋勇夫との共編著、2010年 6月、築地書館
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28、Jaraun Hiti : traditional Water Use in Nepal、編著、2010年 12月、Vajra Publications in Kathmandu, Ne-
pal
29、地域・生活・国家：21世紀への挑戦 5、分担執筆、水島司ほか編、2012年 6月、日本経済評論社
30、地域の発展と産業（改訂版）、分担執筆、河合明宣編、2015年 3月、放送大学教育振興会
31、枝下用水史、監修・逵志保らとの共編著、2015年 4月、風媒社
32、Hiranya Day Care Center : from the Eyes of Members、中村律子らとの共編著、2016年 6月、Man-
jushree Printing Press Ikacheen Lalitpur, Nepal
33、続・枝下用水史：補助用水、監修・逵志保らとの共編著、2020年 3月（印刷中）、風媒社
学術論文
1、過疎山村の変容と住民の対応、単著、1981年 9月、「ソシオロジ」25-2
2、家・同族をめぐる有賀・喜多野理論のパースペクティブ、単著、1984年 4月、「ソシオロジ」31-1
3、水利用と日常生活の論理－科学知と生活知の構造－、単著、1986年 12月、「中京大学社会学部社会
学部紀要」1-1
4、水の風景、単著、1986年 3月、「湖国と文化」34、滋賀県文化振興事業団
5、水の思想、単著、1987年 9月、「湖国と文化」40、滋賀県文化振興事業団
6、水辺と住民、単著、1988年 10月、「水質汚濁研究」31-10、日本水環境学会
7、文化としての水、嘉田由紀子との共著、1988年 9月、「湖国と文化」44、滋賀県文化振興事業団
8、ヒマラヤ高地住民の環境認識、単著、1990年 3月、「ヒマラヤ学誌」1、京都大学ヒマラヤ研究会
9、クンブ・ティンリー両地方の生業空間編成、月原敏博との共著、1991年 3月、「ヒマラヤ学誌」2、
京都大学ヒマラヤ研究会
10、サガルマタ国立公園の成立と住民の環境問題、単著、1991年 3月、「ヒマラヤ学誌」2、京都大学ヒ
マラヤ研究会
11、援助・調査プロジェクトと住民の環境問題、単著、1992年 3月、「ヒマラヤ学誌」3、京都大学ヒマ
ラヤ研究会
12、アンデス高地の村の援助と水問題、単著、1993年 3月、「ヒマラヤ学誌」4、京都大学ヒマラヤ研究
会
13、村の災害－村の記録のデータベース化とその利用－、単著、1994年 12月、「中京大学社会学部社会
学部紀要」9-2
14、モンゴルにおける社会主義体制の終焉、稲村哲也との共著、1995年 3月、「リトルワールド研究報
告」12、リトルワールド
15、ネパール・ヒマラヤ・シェルパ族の環境利用、月原敏博との共著、1995年 3月、「環境社会学研究」
1、環境社会学会、新曜社
16、ヒマラヤ高地における環境保全システムと社会変容、結城史隆との共著、1996年 3月、「TOROP-
ICS」5-3、熱帯生態学会
17、矢作川流域における河川保護運動、藤原久道との共著、1996年 3月、「農学原論研究」18、京都大学
農学原論研究室編
18、ヤルジャン－ヤク飼養者たちの夏の祭り、稲村哲也との共著、1996年 7月、「季刊民族学」77、国立
民族学博物館監修
19、村落と生活環境保全「主体」形成、単著、1996年 9月、「村落社会学研究」32、日本村落社会学会
編、農文協
20、谷を登り下りする家畜と人と水の神、稲村哲也ほかとの共著、1996年 10月、「季刊民族学」78国立
民族学博物館監修
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21、「ながれ」と流域社会の再構築－矢作川流域の環境と文化保全システムの研究にむけて、単著、2000
年 7月、「矢作川研究」4、豊田市矢作川研究所
22、市場経済化過程におけるゴビ地方遊牧社会の現状と社会・経済変動、稲村哲也との共著、2001年 3
月、「リトルワールド研究報告」17、リトルワールド
23、川辺林と川辺行政－川辺林の戦後史、新見幾男との共著、2001年 3月、「矢作川研究」5、豊田市矢
作川研究所
24、矢作川における環境運動の展開、単著、2003年 3月、「矢作川研究」7、豊田市矢作川研究所
25、半栽培とゆるやかな自然の管理、単著、2005年 3月、「季刊民族学」101、千里文化財団
26、環境化と流域社会の変容－愛知県矢作川の河川保全運動を事例に、単著、2005年 3月、「林業経済研
究」51-1、林業経済学会
27、生活知のくり出し方－「村の日記」の中の調査－、単著、2005年 8月、「先端社会研究」2、関西学院
大学
28、熊野古道と森の未来、単著、2006年 10月、「森発見」1、千里文化財団
29、定住者の知と交流の論理－愛知県矢作川の事例から、単著、2007年 3月、「東北社会学年報」36、東
北社会学会
30、天然アユと近自然工法、単著、2008年 3月、「環境社会学研究」14、有斐閣
31、向地方性知識学習的方法－生活環境主義思想、単著、2009年 3月、「民俗典籍文字研究（北京師範大
学紀要）」第五集
32、Social Exclusion and inclusion in Japan : Policy Challenge for a More Inclusive Civil Society、阿部潔、高
坂健二の共著、2010年 3月、Contributions to Nepalese Studies, Vol.37-1
33、社会表象研究の地平─「生きられた文化」への眼差し─」、阿部潔との共著、2011年 3月、「社会学部
紀要」関西学院大学社会学部
34、幸福の単位－昭和戦前・戦中期における家、村、国家、単著、2012年 3月、「先端社会研究」関西学
院大学社会学部
35、矢作川環境誌としての枝下用水史、単著、2013年 3月、「矢作川研究」17、矢作川研究
36、「穴」の来歴－ネパールにおける道ばたの文化誌、Amrit Bajracharya との共著、2015年 3月、「生活
文化史」67、生活文化史学会
37、「箱」と「穴」の来歴－ネパール・カトマンズ盆地の道ばたから、単著、2020年 3月（2019年 8月受
理）、「ヒマラヤ学誌」21、京都大学ヒマラヤ研究会
（その他：研究報告書）
1、農村集落構造分析調査報告書 1979、分担執筆、1980年 3月、農政調査委員会（研究代表：米山俊
直）
2、湖畔住民の生活と琵琶湖のイメージ 1982、分担執筆、1983年 3月、滋賀県琵琶湖研究所（研究代
表：鳥越皓之）
3、景観に関する文化論的アプローチ 1985、嘉田由紀子らとの共編著、1986年 3月、滋賀県琵琶湖研究
所（研究代表：古川彰）
4、環境認識と風景観に関する文化論的アプローチ 1986、87、嘉田由紀子らとの共編著、1988年 3月
（1987年 3月～）、滋賀県琵琶湖研究所（研究代表：古川彰）
5、身近な環境イメージと地域イメージ 1988、89、90、嘉田由紀子らとの共編著、1991年 3月（1989年
3月～）、滋賀県琵琶湖研究所（研究代表：古川彰）
6、農村と町の風景変遷に関する展示学的研究 1992、93、嘉田由紀子らとの共編著、1993年 3月（1992
年 3月～）、滋賀県琵琶湖博物館（研究代表：古川彰）
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7、矢作川の伝統漁業と人の暮らし、編著、1996年 3月、豊田市（研究代表：古川彰）
8、河川と湖沼流域における環境保全と文化変容に関する実証的研究、編著、2000年 3月、科学研究費
報告書、基盤研究（B）（研究代表：古川彰）
9、生活再現の応用展示的研究－博物館のエスノグラフィー－、嘉田由紀子との共編、2000年 11月、滋
賀県琵琶湖博物館（研究代表：古川彰）
10、河川環境復元総合調査研究報告書 1、2、3 平成 12～14年度、編著、2003/3/1（2001年 3月～）、豊
田市矢作川研究所（研究代表：古川彰）
11、環境保全におけるローカルな知の伝承に関する研究、編著、2005年 3月、科学研究費報告書、基盤
研究（C）（研究代表：古川彰）
12、カトマンズ盆地の伝統的水利用の変化と水問題、分担執筆、2005年 3月、環境省研究推進費報告書
（研究代表：嘉田由紀子）
13、環境化と流域社会の変容、分担執筆、2006年 3月、科学研究費報告書、基盤研究（B）（研究代表：
松田素二）
14、村の災害と無事、分担執筆、2006年 3月、科学研究費報告書、基盤研究（B）（研究代表：嘉田由紀
子）
15、流域圏環境化の時代、分担執筆、2007年 3月、科学研究費報告書、基盤研究（B）（研究代表：松田
素二）
16、銃後の村の記録－江州知内村「記録」1931-1946、分担執筆、2007年 3月、科学研究費報告書、基盤
研究（B）（研究代表：荻野昌弘）
17、幸福のフィールドワーク 2004～2007（COE ワークショップの記録、CD 版）、編著、2008年 3月、
関西学院大学 21世紀 COE（研究代表：高坂健二）
18、ネパールにおける幸福のかたち、編著、2008年 3月、NECRI, in Kathmandu, Nepal
19、村の日記研究、編著、2008年 3月、科学研究費報告書 基盤研究 C（研究代表：古川彰）
20、アジア観光における自然利用の比較研究（アジア歴史研究報告）、今井信雄ほかとの共著、2008年 3
月、JEF 21世紀財団 2007年度大学研究助成（財団法人 JEF 21世紀財団）
21、The Roles od Local knowledge in Globalized Context（eds）, 2010、分担執筆、2011年 3月、Kyoto Uni-
versity, Department of Sociology
22、コミュニティにおける災害文化の生成についての環境社会学的研究、編著、2012年 3月、科学研究
費報告書、基盤研究（B）（研究代表：古川彰）
23、よく使われてなお美しい矢作川、逵志保ほかとの共著、2014年 3月、「矢作川研究」18、矢作川研究
所
24、コミュニティによる災害文化の実践的可能性に関する環境社会学的研究、編著、2015年 3月、科学
研究費報告書、基盤研究（B）（研究代表：古川彰）
25、地域に学ぶ－合同調査実習報告書 第 1集～19集、松田素二ほかとの共編、2015年 3月（1996年 3
月～）、京都大学社会学研究室・関西学院大学社会学部古川研究室
26、「小さなコミュニティ」のリスク対応力に関する研究：21世紀の生活環境主義へ、編著、2018年 3
月、科学研究費報告書、基盤研究（B）（研究代表：古川彰）
その他：資料
1、（1-12）、江州知内村記録－村の日記－1745-1944（1～12）、伊藤康宏との共著、1988年 1月～1995年
7月、「中京大学社会学部紀要」2-1～8-1
2、村規約－江州知内村村記録－（補）、伊藤康宏との共著、1990年 1月、「中京大学社会学部紀要」4-2
3、矢作川 100年誌資料研究（矢作川資料研究第 1集）、監修、2002年 2月、豊田市矢作川研究所
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4、村の日記（13）1834-1857、鎌谷かおるとの共著、2004年 10月、「社会学部紀要」97、関西学院大学
社会学部
5、村の日記（14）1858-1867、鎌谷かおるとの共著、2005年 10月、「社会学部紀要」98、関西学院大学
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